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国立公園における滞在体験の魅力向上事業の展開

更なる展開事業（全国各地）

先端モデル事業（十和田八幡平、中部山岳、大山隠岐、やんばる）

得られた知見を活用

○全国の国立公園（全35公園）において、地域の理解を得つつ、民間事業者の意向
を把握し、各公園の特性に合わせて取組内容を調整した上で、民間活用による魅力
向上の取組を展開。
順次、地方公共団体や民間事業者において滞在体験の魅力向上の取組に関心のある地域
から、地域説明会やサウンディング調査をすみやかに実施。
並行して、学識経験者や民間事業者の意見を踏まえながら、全国展開に係るスキー
ムや実施主体（民間事業者等）への協力・支援等の内容を検討。

• 国立公園の美しい自然の中での感動体験を柱とした滞在型・高付加価値観光の推進を図るため、
民間活用により滞在体験の面的な魅力向上に取り組む「先端モデル事業」を4公園で実施。

国立公園制度100周年となる2031年までに、全ての国立公園で民間活用による魅力向上事業を実施

十和田八幡平国立公園休屋・休平地区における取組

休屋・休平地区（利用拠点に選定）

宿泊施設の方向性検討・継続的なサウンディング

利用の高付加価値化に係る基本構想策定

利用拠点マスタープラン等の作成

自然体験アクティビティ

滞在拠点の上質化
（廃屋撤去・利用施設の整備）

国立公園ならではの感動体験を提供する宿泊施設の誘致

ヨセミテ国立公園
ウェブサイトより プロモーション

情報提供拠点

自然環境保全推進体制

地域関係者による
地域協働実施体制
を構築

民間の発想を活かした滞在体験の魅力向上をパッケージで実施

連携 十和田湖1000年会議
（地域協議会）

意見公募

地域内外の民間事業者
からサウンディング

宿泊事業者
公募

（イメージ図）

連携連携
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国立公園におけるオーバーツーリズム対策（富士山）

【参考】富士山における適正利用推進協議会
構成機関 文化庁、林野庁、国土交通省（地方整備局、運輸局）、環境省、防衛省、山梨県、静岡県、関係市町村地域関係団体等（神社、観光協会、

登山組合、山岳連盟、富士急行株式会社、道路公社等）
（事務局）環境省、山梨県、静岡県

富士山については、「富士山における適正利用推進協議会」において、
「富士登山におけるオーバーツーリズム対策パッケージ」をとりまとめ（令和６年３月28日）
協議会構成機関・団体が一体となった取組が開始された（次ページ参照）。
今後、５年間で集中的に取組を行い、満足度の高い、快適な利用環境を実現し、
オーバーツーリズムの解消を目指す。
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国立公園におけるオーバーツーリズム対策（富士山）
R6.7.1～ 吉田ルート（山梨県側登山道）

R6.7.10～ 須走、御殿場及び富士宮ルート（静岡県側登山道）

富士山麓への誘客促進

ゲートでのリストバンド確認通行料徴収受付の様子

未登録者の現地学習状況

情報発信

JNTO、出入国在留管理庁、
外国人技能実習機構の
ホームページにて、
外国人向け情報発信

富士山を正面
に望む田貫湖
に再整備した
富岳テラス
（令和６年4月
供用開始）

■ゲート設置、上限人数（4,000人）と時間帯（16～翌３時）規制、通行料（2,000円）徴収

■web事前登録、16時以降の登山自粛

混雑の偏りの解消

弾丸登山等の抑制

ルール・マナー違反の抑制

・過年度までは、週末の22時以降多くの弾丸
登山者がベンチや山小屋前に座り休憩

・今年は、規制の効果により、ベンチで休憩
する登山者は減少。

・山梨県条例による富士登山適正化指導員
委嘱約300人。

・登山のルール・マナーの周知を強化。

山小屋前ベンチには、
弾丸登山者が多数

山小屋前ベンチ
写真提供：太子舘

静岡県のweb事前登録は、
38,361人（7/17・9時時点）

ゲート許可件数
■開山後１週間(7/1～7)の状況

日付 合計 事前 当日
7月1日 月 1,723 1,129 594
7月2日 火 1,554 897 657
7月3日 水 1,561 940 621
7月4日 木 2,005 1,306 699
7月5日 金 2,099 1,353 746
7月6日 土 2,324 1,462 862
7月7日 日 1,951 1,067 884
週間合計 13,217 8,154 5,063

・R6.7.7までの登山者数は10,820人
前年度比102％と同等数※

・弾丸登山者による夜間の登山者は
減少

※吉田ルート八合目（太子舘）設置登山者
カウンター数値より（2024/7/1～7）

※ゲート許可件数とは数値が異なる

JNTOホームページ

昨年：2023/7/15（土） 今年：2024/7/6（土）

WEB事前登録者の確認
※山梨県側は、ルート（県有地）に入山規制（県条例：上限人数の設定と通行料徴収）を実施
※静岡県側は、ルートの大半が国有地にあり、入山規制を行うためには国有地を含めて適用することが必要

■開山後累計（7/1～15）
28,245人
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